
 

高座山
たかざすやま

（1304.4m）・杓子山
しゃくしやま

（1597.6m）/富士吉田市・道志山塊西端山行報告 

 

・日程：4 月 19 日（日） 

・天候：曇り時々小雨のち晴れ間 

・行程：新宿西口高速バスターミナル 6：50 集合 

新宿 7:10＝(高速ﾊﾞｽ)＝9：25 富士山駅 9:30＝(ﾀｸｼｰ）＝9:46 鳥居地峠 9:55⇒10:55 高座山

（1304.4m）11：10⇒11：55大権首
お お ざ す

峠 12：00⇒12：37 杓子山(1598m）－昼食－13：50 

⇒14:25 大権首峠⇒ゲート（不動湯への近道）⇒15:15 霊水・不動湯（入浴）16:35＝ 

（ﾀｸｼｰ）＝16:43 富士山駅(魚民）18:29＝（高速ﾊﾞｽ）=22：30 新宿（予定 20:25）   

                              実働時間：約 5：20   

・参加者（敬称略）：三浦(L)、河野、逸見、上島、伊藤、岩井、岩堀、池田、鈴木夫妻、 

荻山、土田（ゲスト）            計 12 名 

・所感： 

風の会では久しぶりの高速バス利用の山行となった。4 月になって天候不順が続き 4/5、

4/12 の畦が丸が中止となったこともありこの週末の天気が気になっていた。2,3 日前まで

現地の予報は晴れのち曇りで安心していたが前日になると曇りのち雨に変わり怪しくな

ってきた。今回中止すると 4 月の山行が無くなり欲求不満の方もいると思い最悪雨中の

山行もたまにはいいのではないかと決行することにした。 

 全員定時に、それ以前にすでに集合していた、天気の心配などまったく気にしていな

い面々----。バスは 1 号車、トイレ付でほぼ満席、ほとんど富士急ハイランド組の若い男

女、カップル、外人である。富士急ハイランド近くなるとまだ雪を被った富士山がバス

の窓いっぱいに迫って見えたのでひと安心。麓の桜はまだ満開である。 

 20 分ほど遅れて富士山駅に着いたﾀｸｼｰはすでに待っていたのでトイレを済ませ（トイ

レ付バスで安心して却って誰も利用しなかった）さっそく鳥居地峠登山口に向かった。 

途中満開の桜が目についた花は小ぶりで、運ちゃんの話では富士桜または花が下を向い

てしとやかに咲くから乙女さくらと言われているとのことだった。最近の乙女のイメー

ジとは程遠い感がする。16 分で着いた、岩堀さんのリードで準備体操を済ませ歩き出す。 

富士山麓の野焼きの煙で富士山見えず。林道をしばらく行くと左手林越しに目的の杓子

山が見える。樹林帯を抜けると正面に高座山が見え、右手に枯れたススキ？カヤトの開

けた場所に出る。後ろを振り返ると眼下に忍野部落とその先富士山の山麓に赤茶けた広

大な北富士演習場が見えるがそのあたり一帯で野焼きをしておりその煙で富士山はほと

んど見えない。高座山への急な登りをしばらく行くと少し開けた三角点のある山頂にち

ょうど予定通り 1 時間で着いた。眺望は効かない。少し休憩し山頂標識を入れ記念撮影

後杓子山に向かう。樹林の中をいくつかアップダウンを繰り返し大権首峠に出る。 

山茱萸のまだ小さな黄色い蕾を付けた木が目についた。大権首峠からいよいよ最後の



登りだしばらく登るとハンググライダーの飛び台があり展望が開けている。樹林帯の中

のかなり急坂を登ること約 40 分で杓子山の山頂に着いた。山頂には三等三角点、小さな

社とテーブルが 3 つあり、先客が 3 組ほどいたがしばらくするとみんな下山していなく

なった。あとは風の会の貸切状態である。山頂に着いたとき少しパラついたがすぐに止

んで晴れ間も見えてきた。360°のパノラマを楽しむが遠望は利かない。正面の富士山は

野焼きの煙と雲に覆われ相変わらず一部しか見えない。鹿留山を省略し、貸し切りの山

頂でのんびり 1 時間半ほど過ごしきょうの第二の目的地霊水・不動湯に向かう。登って

きた道を大権首峠まで戻り標識に従って林道を下る。30 分ほどでゲートに着く、不動湯

への近道の標識に従って山のなかの道を行くと堰堤に出てそこから林道を少し行くと不

動湯に着いた。周囲の桜は満開だった。入浴料¥1,000 とのことだったが交渉したら¥500

にしてくれた。綺麗な女将さんだった。飲み物は自販機、食堂は 5 時半からというので

入浴だけにして富士山駅に出ることにした。風呂も空いていたのでゆっくり入浴を済ま

せﾀｸｼｰで富士山駅にでた。運ちゃんの話では吉田うどんの美味しい店はまだ開いていな

いとのことで駅地下の吉田うどんの店を覗いたが全員食指が動かず地上にあるいつも例

会後利用する馴染みの「魚民」で会食懇談となった。定刻にバスは出たが中央道で 2 か

所の事故渋滞に遭遇し新宿着が 2 時間余と大幅に遅れて着いた。 

心配した天気も一度も雨具を使うことなく、富士山もなんとなく見られ、登り甲斐の

ある山、眺望もまずまず、ただ花には少し早かったが全員無事に下山することができ楽

しい山行でした。雨のあと、雨の中ではとても登れる山ではないので今日の天気は憑い

ていた。自称晴れ男の手前 2,3 度パラっときたが神通力？で何とか切り抜けたのでほっと

しました。 

（2015.4.21 文責：三浦） 

 


